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　このような考えに基づき、このたび当協会では、SDGｓ宣言を策定するとともに３つの柱と重点項目を

定め、具体的な取組・アクションプランを示しました。今後、SDGsの達成に向けて取組を一層加速し、

情報発信を積極的に行います。そして社会に取組を共有・展開し、プロフェッショナルパートナーとして、

信頼を紡ぎ、豊かな社会を創造し、未来を拓きます。

持続可能な社会構築における
協会の課題・取組検討 ◎SDGｓ宣言の公表

SDGｓ意識浸透のための取組
◎シンポジウム「SDGs先進都市
   京都で考える～持続可能な社会
   構築と専門家の役割」開催

◎SDGsに関する公認会計士向けの
　　研修会の充実 ◎SDGｓ意識の醸成

SDGsへの取組における広報活動

国際的な連携

国際的な情報発信

◎国際会計士連盟（IFAC）等審議会への参画

◎協会ウェブサイト「vision for the future」での
　国際的に活躍する公認会計士の紹介

◎世界各地で活躍する公認会計士をサポートする
　「海外会員ネットワーク専門委員会」設置

◎海外国別・地域別会員のニーズ調査に基づく、支援施策の実行による海外会員ネットワーク化

◎ IFAC各審議会及びコミッティーなど国際組織に日本人の継続的な選出

◎グローバルな視点と経験を持つ会計プロフェッショナルの発掘と育成

◎海外に向けた情報発信の充実　◎国際会議への登壇、海外雑誌等への寄稿◎海外向け PR 動画の公表

◎韓国公認会計士協会・シンガポール勅許会計士協会
　と協力し、途上国支援としてウェビナーを開催

◎公認会計士の国際競争力強化、各国団体との
   連携強化及び海外発信力・影響度向上のための
   国際戦略の検討

◎アジア・太平洋地域における
　プロフェッションに係る課題への
　イニシアチブの発揮

◎SDGｓに関連する機関誌への記事の掲載、別冊の発行 ◎SDGｓに関する取組等の積極的な広報

関係省庁・関係団体等との意見交換・連携 ◎他の団体等との意見交換の実施
◎国際金融センターの実現に向けた協力対応

◎他の団体等と協調した取組、連携の強化
◎国の施策等への積極的な関与及び意見発信

◎SDGs達成に向けた取組を継続的に
  　行うための協会における体制整備

◎持続可能な推進体制による
   SDGｓ達成に向けた取組加速

主な成果 今後のアクションプラン短期〉〉 中長期〉〉〉〉取　組

常に社会からの期待に応えられるよう、私たち自身がイノベーションを続けます。 SDGs に対する公認会計士の意識を高め、公認会計士が自ら貢献できる分野に積極的
に取り組む環境作りを目指します。人・環境 ⒈SDGs・サステナビリティ意識の醸成

人・環境
常に社会からの期待に応えられるよう、私たち自身がイノベーションを続けます。 社会への発信を推進するとともに、他の団体等と協調・連携の構築・強化を主導し、

社会からの信頼を高め、様々な施策実施に不可欠な存在を目指します。人・環境 2. 社会への発信と専門家の活用促進
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協会として SDGｓへの理解を深め、環境に配慮した会務運営や働きやすい職場環境の
整備等のイノベーションを続けることにより、持続可能な社会構築に貢献します。

継続的専門研修（CPE）制度に
よる公認会計士の資質の維持・向上

公認会計士に求められる資質の検討
◎公認会計士に求められる資質とそれに
　基づいた後進育成の制度的措置の検討

◎CPE受講の徹底（2019 年度履修率98.5％）
◎多様かつ魅力ある研修コンテンツの提供
◎効果的な研修の実施
◎適切な履修管理のための制度上・運営上の整備

◎制度設計の見直し

自主規制機能の強化
（監査の品質向上）

◎上場会社監査登録事務所のあるべき姿、
　必要な制度改正等に係る検討

◎監査品質向上に向けた継続的な取組
◎事例の周知による注意喚起を図るための
　監査提言集を活用したメールマガジンの配信

社内手続・会議運営ペーパレス推進
◎稟議電子化　◎会議資料電子化
◎キャビネット削減

◎ペーパー資料電子化
◎キャビネット削減による会館内スペース利活用

◎会議資料を含む協会内及び外部倉庫保管の
　過去の重要ペーパー資料の電子化

◎オフィスのフリースペース化による
　ファシリティの縮小・削減

デジタル環境強化
◎モバイル端末配布
◎ネットワーク増強

◎全職員へのスマートフォン配付による
　固定電話の廃止・在宅勤務の促進

◎無線LAN環境の増強による安定したオンライン
　会議等、ニューノーマルに対応した協会運営

◎小規模な地域会の回線を解約し、VPN回線に
　転換することにより、職場環境の選択肢を増やす

職場環境整備 ◎育児介護休暇規定・在宅規定整備 ◎職員働き方改革進展　

SDGs推進体制の整備 ◎役員・職員向けSDGsバッジ配布 ◎SDGs施策実行対応事務局体制整備 　

本部地域会の設備環境対応強化 ◎省エネ再生エネルギー活用強化　◎Zero carbon化　◎節水水資源循環利用　◎国際的認証取得

自己による能力開発の必要性を認識し、能動的に新しい知識や技能を学び、私たち
自身がイノベーションを続けることにより、経済成長を実現し、持続可能な社会構築
に貢献します。

主な成果 今後のアクションプラン短期〉〉 中長期〉〉〉〉取　組

常に社会からの期待に応えられるよう、私たち自身がイノベーションを続けます。
人・環境 3. 能力開発とイノベーション

常に社会からの期待に応えられるよう、私たち自身がイノベーションを続けます。
人・環境 4. 協会としての貢献とイノベーション
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